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垣生公園

●所在地　中間市大字垣生 428
●�交通アクセス　ＪＲ筑前垣生駅から徒歩５分
●問合先　都市整備課☎（２４６）６２６１

アクセス

美しすぎる
中間・遠賀地

区の桜集めま
した。

中間市と遠賀
郡４町の広報

担当者が同じ
テーマを決め

て取り

組んでいる「
１市４町合同

企画」。今年
のテーマは「

桜」。

それぞれのま
ちにある自慢

の場所に、今
年の春は足を

運んで

みませんか。

そうだ
サクラを
見に行こう！

中間市1 はぶこうえん

ど
こ
の
桜
見
に
行
こ
っ
か
？

き
れ
い
な
と
こ
な
ら
ど
こ
で
も
い
い
よ
♪
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垣
生
公
園
は
、
Ｊ
Ｒ
筑
前
垣

生
駅
の
西
方
100
ｍ
に
位

置
す
る
市
内
で
最
も
大
き
な
公
園

で
、
昭
和
29
年
の
開
園
以
来
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
約
15
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
公
園
内
に
は
、
春
に
な
る
と

約
２
、０
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
咲
き
誇
り
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
人
々
が
訪
れ
る
花
見
の
名
所

と
し
て
有
名
で
す
。

　

な
か
で
も
、
公
園
の
中
央
に
位
置

す
る
池
に
架
か
る
赤
橋（
延え

ん
じ
ゅ
ば
し

壽
橋
）

と
桜
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
絶
景
。
赤

橋
の
上
で
は
、
桜
を
背
景
に
記
念

撮
影
す
る
人
が
多
数
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
桜
の
開
花
時
期
に
合
わ

せ
、
手
漕こ

ぎ
ボ
ー
ト
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ト
に
乗

っ
て
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
場

所
は
近
隣
で
も
珍
し
く
、
県
内
外

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
数
。
ボ

ー
ト
か
ら
見
る
桜
は
ま
た
趣
が
あ

り
、
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
楽

し
み
な
が
ら
桜
を
愛
で
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
北
ゆ
た
か
線
と
並

行
し
て
走
る
道
路
の
両
脇
に
植
え

ら
れ
た
桜
並
木
も
見
も
の
。
満
開

時
に
そ
の
道
を
歩
け
ば
、
ま
る
で

桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
い
る

か
の
よ
う
な
感
覚
に
陥
る
こ
と
間

違
い
な
し
。

　

桜
の
開
花
時
期
に
は
夜
間
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
昼

間
に
見
る
桜
と
は
違
い
、
月
明
か
り

に
照
ら
さ
れ
て
見
る
夜
桜
は
格
別
。

春
の
さ
わ
や
か
な
夜
風
に
吹
か
れ

な
が
ら
幻
想
的
な
空
間
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

例
年
、
桜
の
開
花
時
期
で
あ
る

３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
に
、
中
間

市
三
大
祭
り
の
一
つ
、「
筑
前
中

間
さ
く
ら
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
３
月
27
日
に
開
催
。

さ
ら
に
今
年
は
、４
月
３
日
に
「
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
」「
新
鮮
市
場

さ
く
ら
館
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
す
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
人
出

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

野
外
で
暖
か
な
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
桜
を
見
て
も
良
し
、
レ
ス
ト

ラ
ン
で
ゆ
っ
く
り
食
事
を
し
な
が

ら
桜
を
見
て
も
良
し
。
自
分
な
り

の
桜
の
楽
し
み
方
を
探
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

春色に染
まった桜のトンネル♪

 

中間市

水巻町
遠賀町

芦屋町

岡垣町

国道3号線

国道495号線

海老津駅 遠賀川駅 水巻駅

筑前垣生駅
中間駅

東水巻駅

遠

　賀

　川

 

JR鹿児島本線

JR福北ゆたか線

成田山不動寺

遠賀コミュニティー
センター

城山公園

垣生公園

水巻
中央緑地帯

中間・遠賀地区桜の名所マップ

福岡の開花予想

３月23日
※２月28日現在
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岡
垣
町
の
北
西
部
、
湯
川
山

の
中
腹
に
あ
る
成
田
山
不

動
寺
。
寺
の
境
内
か
ら
は
白
砂
青

松
の
三
里
松
原
を
始
め
、
町
の
中

西
部
地
域
を
一
望
で
き
る
ほ
か
、

北
九
州
市
や
山
口
県
も
望
む
こ
と

が
で
き
る
、
町
を
代
表
す
る
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
成
田
山
不
動
寺
の
境
内
や

境
内
に
つ
な
が
る
町
道
の
脇
に
は
、

約
300
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
木
が

あ
り
ま
す
。
町
道
脇
に
は
遊
歩
道

も
整
備
さ
れ
、
年
間
を
と
お
し
て

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

桜
の
花
が
満
開
の
時
期
を
迎
え

る
３
月
末
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け

て
は
、
花
見
の
名
所
と
し
て
町
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
春
を

満
喫
。
桜
を
見
な
が
ら
日
常
の
生

活
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な

景
色
で
す
。

　

こ
の
時
期
に
は
桜
を
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
。
夜
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
ラ

イ
ト
に
映
し
出
さ
れ
る
幻
想
的
な

桜
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
昼
間
と

は
違
っ
た
夜
の
桜
も
楽
し
め
ま
す
。

　

３
月
末
か
ら
４
月
上
旬
の
日
曜

日
に
は
成
田
山
不
動
寺
周
辺
で｢

春
ま
つ
り｣

も
開
催
。
境
内
を
メ

イ
ン
会
場
に
し
て
演
芸
な
ど
の
披

露
や
野
立
て
、
地
元
農
産
物
の
直

売
が
行
わ
れ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
た

ち
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
春
の
穏
や

か
な
日
差
し
の
中
、
桜
の
花
に
思

い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

芦
屋
で
桜
と
言
え
ば
、「
城

山
公
園
」。
遠
賀
川
河
口

の
右
岸
に
位
置
し
、
町
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
園
は
、
高
さ
45
ｍ
余
り

の
小
高
い
丘
に
あ
り
、
頂
上
か
ら

は
遠
賀
川
河
口
、
響
灘
、
玄
界
灘
、

宗
像
の
山
々
を
望
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

特
に
芦
屋
海
岸
か
ら
三
里
松
原

ま
で
は
、
白
砂
青
松
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
の
美
し
い
海
岸
線
を
見
渡
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

園
内
の
桜
は
、
大
正
４
年
、
大

正
天
皇
の
即
位
を
記
念
し
て
植
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

以
前
は
夜
に
な
る
と
明
か
り
が

灯
さ
れ
、
夜
桜
見
物
の
人
で
た
い

へ
ん
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
ほ
ど
。
ふ

も
と
か
ら
見
え
る
明
か
り
も
ま
た
、

た
い
へ
ん
美
し
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、「
城
山
」
は
名
前
の
と

お
り
、
源
平
合
戦
の
と
き
、
平
家

に
味
方
し
て
源
氏
と
戦
っ
た
山や

ま
が鹿

兵ひ
ょ
う
ど
う
じ

藤
次
秀ひ

で
と
お遠
の
「
城
」
が
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
11
年
に
は
町
内
小
学
校
職

員
と
児
童
の
協
力
に
よ
り
「
山
鹿

兵
藤
次
秀
遠
城
址
」
と
い
う
碑
も

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
の
歴
史
を
か
ざ
る
勇
士
を

し
の
ぶ
記
念
の
施
設
と
し
て
、
今

も
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
古
く
か
ら
愛
さ
れ
て
い

る
桜
を
こ
の
芦
屋
の
地
で
、
愛
で

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●�所在地　芦屋町山鹿2004
‐１

●�交通アクセス　北九州市営
バス「山鹿」下車で徒歩３分
●�問合先　芦屋町地域づく
り課

　☎（２２３）０８８１

アクセス

城山公園

芦屋町 しろやまこうえん２

●�所在地　岡垣町大字内浦
885

●�交通アクセス　西鉄バス
「波津橋」下車で徒歩15分、
ＪＲ海老津駅から車で15分
●問合先　岡垣町産業振興課
　☎（２８２）１２１１

アクセス

成田山不動寺

岡垣町 なりたさんふどうじ3
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遠
賀
総
合
運
動
公
園
は
、
約

17
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
遠
賀

町
内
で
最
も
大
き
な
公
園
で
す
。
春

に
な
る
と
、
約
800
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
や
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
誇
り
、
訪

れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
パ
テ
ィ
ー
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
イ

ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

て
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
周
囲
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
で
は
、
コ
ー
ス
両
脇
の

桜
が
見
ご
ろ
に
な
る
と
ト
ン
ネ
ル

を
つ
く
り
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
で
汗
を
流
す
人
を

癒い
や

し
て
く
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
南
側
に
あ
る
緑
の

広
場
斜
面
で
は
、
毎
年
４
月
に
開

催
さ
れ
る
「
春
ま
つ
り
」
に
併
せ

て
、
花
の
種
ま
き
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
ま
で
植
え
ら
れ
て
い

た
菜
の
花
に
変
わ
り
、
今
年
は
リ

ナ
リ
ア（
姫
金
魚
草
）が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
４
月
上
旬
に
は
、
一

面
に
広
が
る
色
と
り
ど
り
の
花
と

満
開
の
桜
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
見

も
の
で
あ
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

　
「
春
ま
つ
り
」
で
は
、
地
元
特

産
品
の
販
売
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
出

し
物
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
家
族
み
ん
な
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

水
巻
町
の
中
央
に
位
置
す
る

水
巻
中
央
緑
地
帯
。
水
巻

中
央
緑
地
帯
に
あ
る
明み

ょ
う
じ
ん
が
つ
じ
や
ま

神
ヶ
辻
山
自

然
公
園
と
多
賀
山
自
然
公
園
は
、
桜

の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
明
神
ヶ
辻
山
自
然
公
園

　

頂
上
で
は
、
咲
き
誇
る
桜
が
訪

れ
る
人
を
迎
え
て
く
れ
、
特
に
桜

の
時
期
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好
者
が

大
勢
訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
木
イ
チ
ョ
ウ
の
葉

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
黄
色
の
オ
ブ
ジ

ェ
の
展
望
台
か
ら
は
、
響
灘
や
遠

賀
平
野
が
一
望
で
き
眺
め
は
最
高
。

　

足
元
に
目
を
や
る
と
、
八や

つ
る
ぎ劔
神

社
の
大
イ
チ
ョ
ウ
を
日や

ま
と本
武た

け
る尊
が

植
え
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る

伝
説
「
砧き

ぬ
た
ひ
め姫
物
語
」
を
刻
ん
だ
８

枚
の
石
碑
も
並
ん
で
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
明
神
ヶ
辻
山
に
は
太
平

洋
戦
争
時
に
高
射
砲
が
設
置
さ
れ
、

砲
台
跡
が
今
で
も
山
頂
に
残
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
別
名
「
陣じ

ん
ち
や
ま

地
山
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

■
多
賀
山
自
然
公
園

　

公
園
へ
つ
な
が
る
階
段
の
両
脇

に
も
桜
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
の
で

と
て
も
綺き

れ
い麗
で
す
。

　

多
賀
山
に
は
か
つ
て
炭
鉱
で
栄

え
て
い
た
時
代
に
、
炭
鉱
の
守
護

神
と
し
て
大お

お
や
ま
づ
み

山
祇
神
社
が
祭
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
代
に
植
え

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
桜
も
、
幾
度
か
の
危
機
を
乗

り
越
え
今
で
も
元
気
に
綺
麗
な
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

●�所在地　遠賀町大字広渡
23番地６

●�交通アクセス　ＪＲ遠賀
川駅から徒歩15分

●�問合先　遠賀コミュニテ
ィーセンター

　☎（２９３）６５２５

アクセス

●�所在地　水巻町朳
えぶり

一丁目
684 ‐２ほか

●�交通アクセス　北九州市営
バス「水巻町総合運動公園
前」下車で徒歩20分
●問合先　水巻町産業建設課
　☎（２０１）４３２１

アクセス

水巻町 みずまきちゅうおうりょくちたい5
水巻中央緑地帯

遠賀町 おんがそうごううんどうこうえん4
遠賀総合運動公園

●１市４町合同企画　そうだサクラを見に行こう！
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地域交流センター×新鮮市場さくら館

OPEN!
地域交流センター×新鮮市場さくら館

OPEN!
中間市さくらの里

西部地区に市民課の出張所がオープン。住民票などの取得が
便利になります。
■各種証明書の発行
住民票 所得・課税証明書
住民票記載事項証明書 非課税証明書
戸籍謄本 土地、家屋の評価証明書
印鑑登録証明書 納税証明書
※諸証明発行の際には、運転免許証などの本人確認を行います。
■申請用紙の交付　　�戸籍の届出用紙（婚姻届、離婚届など）、

パスポート申請用紙など
■開館時間　午前８時30分～午後５時15分
■休館日　　土曜・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年１月３日）
※各種証明書の発行などは４月４日月から始めます。詳しくは
お問い合わせください。

中間市役所西部出張所

ＦＡＸ（２４４）１１１３TEL（２４４）１１１２

会議室や和室、調理室があり、地域の会合などに利用できます。
またスポーツ合宿や研修、会議を伴う利用目的であれば宿泊
も可能です。
■開館時間　午前８時30分～午後６時
■休館日　　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、翌日休み）、
　　　　　　年末年始（12月29日～翌年１月３日）
■利用料金

部屋名 料金（１時間） 定　員
会議室１ 320円 48人
会議室２ 210円 24人
和室 210円 24人
調 理 室 320円 21人

※冷暖房料は別途。宿泊利用は施設にお問い合わせください。
※会議室1・２は合わせて72人まで利用できます。

地域交流センター

TEL（２４５）４６６５

■完成予想図です。配色など実際の外観とは異なります。

４月３日日・10時～
グランドオープン

市
内
最
大
の
都
市
公
園
で
あ
る
「
垣
生
公
園
」。

自
然
豊
か
な
こ
の
公
園
に
は
、

四
季
折
々
の
花
々
が
咲
き
誇
る
。

桜
の
名
所
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
新
た
な
公
共
施
設
が

こ
の
春
、
誕
生
す
る
。
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JR 筑前垣生駅

●市役所

垣生公園

ココ →
北
九
州
方
面

↑
遠
賀
方
面

遠
賀
川

←
鞍
手
方
面

中間市市民図書館２階から移転し、リニューアルオープンします。
■開館時間　午前８時30分～午後６時
■休館日　　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、翌日休み）、
　　　　　　年末年始（12月29日～翌年１月３日）
■入館料　　無料

歴史民俗資料館

TEL（２４５）４６６５

管理室管理室

西部出張所西部出張所

歴史民俗資料館歴史民俗資料館

交流
スペース
交流
スペース テラステラス

新鮮市場
さくら館
新鮮市場
さくら館

レストランレストラン

トイレトイレ

トイレトイレ

階段階段

EVEV
▼▼

入口入口

▼▼入口入口

会議室１会議室１ 会議室２会議室２

調理室調理室

交流
スペース
交流
スペース

和室和室

階段階段
吹き抜け吹き抜け

トイレトイレ
EVEVト

イ
レ

ト
イ
レ

シ
ャ
ワ
ー
室

シ
ャ
ワ
ー
室

事
務
室

事
務
室

▼▼
入口入口

▼▼

入口入口

会議室や和室、調理室などがあります。

●地域交流センター棟２階●

●住所…中間市大字垣生659番地、660番地１　●駐車場…55台（地域
交流センター）、213台（市営野球場）　●アクセス…JR筑前垣生駅か
ら徒歩５分、西鉄バス垣生駅バス停から徒歩３分

新鮮市場 さくら館

TEL（２４５）８３１１

地元産の採れたて新鮮な野菜や果物、生花を中心に、中間産
のお米などを販売します。お肉やお魚も新鮮さにこだわった
ものを対面販売。また地元の食材を使ったお弁当やお惣菜、
できたてのおいしいパンなども販売します。
■営業時間　午前９時～午後６時
■定休日　　年始、第２、第４火曜日（火曜日が祝日の場合は、
　　　　　　翌日休み）

○バイキングレストラン
地元の食材をふんだんに使ったメニューをバイキング形式で、
しかもお手軽な価格で提供します。
■営業時間　午前９時～午後６時
■定休日　　年始、毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は、翌日休み）
■価格　　　650円

新鮮市場さくら館は

３月27日日～
新鮮市場さくら館は、垣生公園の桜の開花に合
わせて、グランドオープンより一足早く３月27
日からオープンします。花見ついでに、ぜひさ
くら館にお立寄りください。また、バイキング
料理が食べられるレストランも営業しています
ので、ご利用ください。

管理室管理室

西部出張所西部出張所

歴史民俗資料館歴史民俗資料館

交流
スペース
交流
スペース テラステラス

新鮮市場
さくら館
新鮮市場
さくら館

レストランレストラン

トイレトイレ

トイレトイレ

階段階段

EVEV

▼▼

入口入口

▼▼入口入口

会議室１会議室１ 会議室２会議室２

調理室調理室

交流
スペース
交流
スペース

和室和室

階段階段
吹き抜け吹き抜け

トイレトイレ
EVEVト

イ
レ

ト
イ
レ

シ
ャ
ワ
ー
室

シ
ャ
ワ
ー
室

事
務
室

事
務
室

▼▼

入口入口

▼▼

入口入口

歴史民俗資料館や西部出張所があります。

●地域交流センター棟１階●

館内配置図
新鮮市場さくら館やレストランがあります。

●新鮮市場さくら館棟１階●
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■
福
岡
県
知
事
選
挙
の
投
票
が
で

き
る
人

●
転
入
者
は

　

平
成
22
年
12
月
23
日
ま
で
に
転

入
届
出
を
し
た
人
で
、
住
民
基

本
台
帳
に
引
き
続
い
て
現
在
登

録
さ
れ
て
い
る
人

●
新
成
人
者
は

　

平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
住
民
基
本
台
帳

に
平
成
22
年
12
月
23
日
以
前
か

ら
引
き
続
い
て
現
在
登
録
さ
れ

て
い
る
人

■
福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

投
票
が
で
き
る
人

●
転
入
者
は

　

平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で
に
転

入
届
出
を
し
た
人
で
、
住
民
基

本
台
帳
に
引
き
続
い
て
現
在
登

録
さ
れ
て
い
る
人

●
新
成
人
者
は

　

平
成
３
年
４
月
11
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
住
民
基
本
台
帳

に
平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
か

ら
引
き
続
い
て
現
在
登
録
さ
れ

て
い
る
人

■
県
知
事
・
県
議
共
通

　

市
内
間
で
住
所
の
変
更
届
出
を

し
た
人
の
選
挙
人
名
簿
の
整
理
は

平
成
23
年
３
月
11
日
で
停
止
さ
れ

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
に
届
出

を
し
た
人
は
前
住
所
の
投
票
区
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所
入
場
券

　

投
票
で
き
る
人
に
は
、
入
場
券

を
郵
送
し
ま
す
。
投
票
当
日
は
、

入
場
券
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

入
場
券
に
記
載
し
て
い
る
投
票

所
以
外
で
は
入
場（
投
票
）で
き
ま

せ
ん
。
投
票
に
行
く
前
に
、
投
票

所
は
ど
こ
か
よ
く
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
期
日
前
投
票

　

仕
事
や
旅
行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど

で
投
票
所
に
行
け
な
い
と
見
込
ま

れ
る
人
、
ま
た
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い

物
な
ど
の
私
用
に
よ
り
投
票
所
に

行
け
な
い
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
県
知
事
と
県
議
で
は
期
日

前
投
票
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期

間

○
県
知
事
…
３
月
25
日
金
～
４
月

９
日
土

○
県
議
会
議
員
…
４
月
２
日
土
～

４
月
９
日
土

※
４
月
２
日
土
か
ら
両
方
の
投
票

が
で
き
ま
す
。

●
時

間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
８
時

●
場

所　

市
役
所
本
館
３
階
・

第
２
会
議
室

■
各
投
票
所
一
覧

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
投
票
所
は
こ
ち

ら
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

福
岡
県
知
事
選
挙
・

福
岡
県
議
会
議
員

選
挙
の
投
票
日
は

４
月
10
日
日

●
問
合
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎（
２
４
６
）６
２
３
０

20歳以上のあなたは、持ってる人です。
あなたの選挙権、あなたの一票をたいせつに ――
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■
身
体
に
重
度
の
障
害
な
ど
が
あ

る
人
は
郵
便
投
票
や
代
理
記
載

制
度
が
利
用
で
き
ま
す

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
、
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
人
は
「
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
」
が
で
き
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
郵
便
等
投
票
証
明

書
が
必
要
で
す
。

●
郵
便
投
票
が
で
き
る
人

○
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
…

　

左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

○
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
つ
人
…

　

左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

○
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
持
つ

人
…
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

■
代
理
記
載
制
度
を
利
用
で
き
る
人

　

郵
便
投
票
が
で
き
る
人
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
上
肢
、
視
覚
の

障
害
程
度
が
１
級
の
人
、
ま
た
は

上
肢
、
視
覚
の
障
害
程
度
が
１
級

と
同
程
度
で
あ
る
こ
と
を
、
知
事

が
証
明
し
た
人
が
対
象
で
す
。

　

代
理
記
載
制
度
と
は
、
障
害
の

あ
る
人
に
代
わ
っ
て
、
投
票
用
紙

の
請
求
や
投
票
用
紙
へ
の
記
載
が

で
き
る
制
度
で
す
。
代
理
記
載
が

で
き
る
人
は
、
選
挙
権
を
有
し
、

さ
ら
に
本
人
の
同
意
が
必
要
で
す
。

■
早
め
に
手
続
き
を

　

郵
便
投
票
の
申
請
や
代
理
記
載

制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
手
続
き

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
利
用
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
人
は
、
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
現
在
、
郵
便
投
票
の
資

格
を
得
て
い
る
人
で
、
代
理
記
載

制
度
を
利
用
し
た
い
人
も
、
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
病
院
や
施
設
に
入
所
し
て
い
る

人
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

　

指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
や
指

定
施
設
に
入
所
中
の
人
は
、
病
院
や

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
出
張
な
ど
で
投
票

日
に
投
票
で
き
な
い
人
も
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
病
院
や
施
設
ま
た

は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

遠
賀
川

27
文

73

中間小学校中間小学校
働く婦人の家

中鶴郵便局中鶴郵便局
〒

第８投票所

中間北中中間北中

中間北小学校

文

なかま
ハーモニーホール
なかま
ハーモニーホール

コンビニエンス
ストア
コンビニエンス
ストア

JR中間駅JR中間駅

文

第 12投票所
ショッパーズモール
　　　　　　なかま
ショッパーズモール
　　　　　　なかま

通谷駅通谷駅

鍋山公民館

〒通谷郵便局〒通谷郵便局
小児科小児科

第 13投票所

文

南小学校入口南小学校入口

中間南中学校中間南中学校
文

中間南小学校

中間南幼稚園中間南幼稚園

第 14投票所

48

太賀神社太賀神社
ショッパーズ
モールなかま
ショッパーズ
モールなかま

二丁目二丁目

太賀二区公民館

ロイヤルロイヤル

至黒崎至黒崎
第 15投票所

ハピネス
なかま
ハピネス
なかま

新中間病院新中間病院

通谷駅通谷駅

生涯学習センター 医院医院

第９投票所
北九州
水道局

中鶴二丁目50集会所

コンビニエンスストアコンビニエンスストア

27

至
水
巻

至
水
巻

遠賀川

第 10投票所

中鶴北中鶴北
203

岩瀬西町一区公民館

第 11投票所

文

筑豊中間駅筑豊中間駅

48

中間東小学校

第４投票所

48
〒

中間徳若郵便局中間徳若郵便局

東中間駅東中間駅

扇ヶ浦一区公民館

第５投票所

深坂深坂

池田池田一丁目一丁目

一丁目一丁目

二丁目二丁目

二丁目二丁目 中間西小学校

文

第６投票所

なかまハーモニーホールなかまハーモニーホール
体育文化センター体育文化センター

市民図書館市民図書館

48

中央公民館

第７投票所

文

293

蓮光寺蓮光寺

なのみ園なのみ園

底井野小学校

農事センター農事センター
シルバー人材センターシルバー人材センター

正覚寺正覚寺

第１投票所

遠
賀
川

Y

惣社宮惣社宮

〒
中間郵便局中間郵便局

48

薬師寺薬師寺

中間市消防署中間市消防署

中間市役所食堂

第２投票所

一丁目一丁目 三丁目三丁目

二丁目二丁目
希望が丘
高校前駅
希望が丘
高校前駅

土手ノ内郵便局土手ノ内郵便局
〒

土手ノ内ニ区公民館

第３投票所
投票所はこちら

事前に郵送している入
場券をよく確認し、投
票所を間違えないよう
に注意してください。

障害 １級 ２級 ３級
両下肢、体幹、移動機能 ○ ○ ー
心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 ○ ー ○

免疫 ○ ○ ○

障害者手帳を持つ人（○印が対象者）

障害 特別項症 第１項症 第２項症 第３項症
両下肢、体幹 ○ ○ ○ ー
内臓機能 ○ ○ ○ ○

戦傷病者手帳を持つ人（○印が対象者）※印のある人が
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Information
からのお知らせ市

●問合先　介護保険課
☎（２４６）６２７８ふれあい・いきいきサロンで活動しませんか

　
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
は
、
中
間
市
と
中
間
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
協
働
で
実
施

し
て
い
て
、
現
在
約
30
の
団
体

が
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

団
体
は
町
内
会
な
ど
で
組
織

さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
が
い
を
持
ち
、
い
き
い
き
と

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
健

康
・
運
動
指
導
の
ほ
か
、
茶
話

会
や
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
、

「
仲
間
づ
く
り
」「
健
康
づ
く
り
」

「
地
域
の
見
守
り
」
な
ど
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
自
身
が
企
画
・

運
営
す
る
自
主
的
な
方
法
を
と

っ
て
い
て
、
社
会
参
加
の
促
進

も
同
時
に
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
間
市
で
は
、
団
体
へ
の
支

援（
介
護
予
防
を
目
的
と
す
る

65
歳
以
上
の
団
体
に
限
る
）と
し

て
、
運
動
器
具
の
貸
与
や
介
護

予
防
教
室
な
ど
に
対
す
る
講
師

派
遣
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
運
動
指
導
員
の
派
遣
な
ど

を
行
っ
て
い
て
、
共
に
活
動
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
新
た
に
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ

を
考
え
て
い
る

町
内
の
代
表
者

は
、
社
会
福
祉

協
議
会
ま
た
は

介
護
保
険
課
に

相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、

本
人
の
固
定
資
産
の
価
格
が
適

正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
に
、
土
地
ま
た
は
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
で
、
ほ
か
の

土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比

較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
は
、

市
内
に
所
在
す
る
土
地
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者
が
、
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
は
、
市
内
に
所

在
す
る
家
屋
の
固
定
資
産
税
の

納
税
者
が
、
縦
覧
期
間
中
に
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）の
所
有
者
や
借
地
借

家
人
な
ど
の
関
係
者
は
、
平
成

23
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
課
税
の
も
と
と
な
る
、

固
定
資
産
課
税
台
帳（
固
定
資
産

の
所
有
者
の
住
所
、
氏
名
、
所

在
地
番
、
評
価
額
、
課
税
標
準

額
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●問合先　課税課
☎（２４６）６２７４縦覧帳簿・固定資産課税台帳をお見せします

土地価格等
縦 覧 帳 簿 土地の所在・地番・地目・地積・価格が記載されています

家屋価格等
縦 覧 帳 簿

家屋の所在・家屋番号・種類・構造・建築年・床面積・価格が記載されて
います

縦 覧 期 間 ４月１日金～５月31日火・午前８時30分～午後５時15分
※土曜・日曜日、祝日を除きます。

縦 覧 場 所 市役所課税課（本館１階）

縦覧できる人

○�市内に所在する土地や家屋の固定資産税の納税者および同居の親族
○�相続人（相続が確認できる人のみ）
○納税管理人
○�納税者からの委任状をお持ちの人

持ってくるもの
○印鑑
○�納税通知書または運転免許証など本人であることを証明できるもの
※納税者が法人の場合には、法人の委任状が必要です。

審査申出期間
４月１日から、納税通知書の交付を受けた日の60日後まで
※課税台帳に登録された価格に不服がある場合には、中間市固定資産評価
審査委員会に審査の申出ができます。

※土地・家屋の納税通知書を４月上旬に送付しますので、課税内容などをご確認ください。

■縦覧方法

閲 覧 期 間 ４月１日金から閲覧できます。午前８時30分～午後５時15分
※土曜・日曜日、祝日を除きます。

閲 覧 場 所 市役所課税課（本館1階）

閲覧できる人

○納税義務者および同居の親族
○相続人（相続が確認できる人のみ）
○納税管理人
○納税者からの委任状をお持ちの人
○�借地人・借家人（賃貸借契約書などが必要）
※借地または借家人は、当該借地または借家にかかる固定資産に限ります。

閲覧および証明手数料 １件300円　※縦覧期間中（４月１日～５月31日）は、閲覧に限り無料

持ってくるもの
○印鑑
○�納税通知書または運転免許証など本人であることを証明できるもの
○権利を証明できるもの

■閲覧方法



11 ●Nakama City Public Relations

●
問
合
先　

介
護
保
険
課

☎
（
２
４
６
）
６
２
７
８

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を

見
守
っ
て
い
ま
す

　

中
間
市
で
は
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
と
し
て
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤
独
死
や
閉
じ

こ
も
り
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、「
見
守
り
隊
」

を
地
域
ご
と
に
組
織
し
、
あ
い
さ
つ
程
度

の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
が
互
い
に
見
守
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
で
孤
立
す
る
高
齢
者
を
無
く

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
で
き
る

住
み
よ
い
ま
ち
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
で
、

見
守
り
を
希
望
す
る
人
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

見
守
り
隊
員
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課

☎
（
２
４
６
）
６
２
２
４

近
代
化
遺
産
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
せ
ん
か

　

近
代
化
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

３
月
19
日
土
・
午
後
１

時
～
午
後
３
時

※
受
付
は
12
時
30
分
か
ら
。

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
テ
ー
マ　
「
九
州
・
山
口
の
近
代

化
産
業
遺
産
群
」
世
界
遺
産
登
録
推

進
の
経
緯
と
現
状
に
つ
い
て
、「
近

代
化
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
・
景
観
づ
く
り
の
戦
略
」

●
定

員　

200
人（
申
し
込
み
不
要
）

●
参
加
料　

無
料

●
問
合
先　

総
合
ま
ち
づ
く
り
課

☎
（
２
４
６
）
６
２
３
４

暮
ら
し
の
便
利
帳
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集

　

中
間
市
で
は
、
暮
ら
し
の
手
続
き
や

地
域
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た
「
暮
ら
し

の
便
利
帳
」
を
、
２
年
前
と
同
様
、
官

民
共
同
方
式
に
よ
っ
て
製
作
し
、
平
成

23
年
６
月
に
市
内
全
世
帯
へ
配
布
す
る

予
定
で
す
。「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
は
、

事
業
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
広
告
掲
載

料
を
元
に
製
作
さ
れ
ま
す
。
広
告
販
売

を
担
当
す
る
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

が
、
広
告
販
売
の
依
頼
に
伺
っ
た
際
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
広
告
販
売
の
申
込
・
問
合
先　

株
式

会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

　

☎（
４
５
１
）２
０
８
５

●
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
４
５
）
５
５
５
７

親
子
で
楽
し
む
健
康
体
操
教
室

●
日

時　

３
月
22
日
火
・
午
前
10

時
30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　

な
か
ま
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル

●
対

象　

幼
児
期
～
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者

●
参
加
料　

無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の　

お
茶
、
運
動
の

で
き
る
服（
ジ
ー
ン
ズ
・
ボ
タ
ン
の

あ
る
服
は
不
可
）、
運
動
の
で
き
る

シ
ュ
ー
ズ（
大
人
・
子
ど
も
）

※
参
加
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
当
日
、
く
る
り
広
場
は
午

前
中
閉
館
、
正
午
か
ら
開
館
し
ま
す
。

Topic ＆ Information
中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１

　中間市内の小・中学校の講師登録者（常勤・
非常勤）を募集しています。
●教 科　小学校・中学校各教科
●資 格　各校種の教員免許状保有者
※年齢は問いません。詳しくはお問い合わ
せください。

　移動献血車がやって来ます。慢性的に生
血が不足していますのでご協力ください。
●�日 時　３月 30 日水・午前９時～ 11
時 30 分
●場 所　市役所正面玄関横

　中間市消防団「第３分団」に、新消防ポン
プ自動車を配備しました。今まで使用してい
た消防ポンプ自動車は、配備から22 年以上
が経過し、エンジンやポンプ性能の老朽化が
進んだことから、新しく買い替えました。
　新車両は、コンピューター制御による最
新技術を搭載したポンプを装備していて、
火災現場活動の高度化・迅速化を図り、ま
た消防団員の安全性をより向上させること
ができます。消防団は消防署と共に「市民
の生命・身体・財産を守る」という崇高な
使命を負っていますが、新車両の配備によ
り、「市民の安全・安心」をより一層高める
ものと期待されます。

●問合先　消防署☎（２４５）０９０１

●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）６２７０

新消防ポンプ自動車を配備

Information

中間市内の小・中学校の
講師登録者を募集します

●問合先　学校教育課☎（２４６）６２２２

献血にご協力ください



12

まち の
わ だ い

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。

通谷一丁目にある曲川の源流で、「中間ほたる・メダカ
の会」と深坂保育園の園児たちが、ほたるの幼虫約100
匹を放流しました。毎年５月末～６月初旬にかけて、羽
化したほたるが飛

ひしょう

翔するこの場所。今年もその姿を多く
見ることができるようにと願いながら、参加したみなさ
んは放流していました。

また会えるのを楽しみに
２月 19 日・2011 ほたる幼虫放流会

４月から新一年生になる市内の幼稚園・保育園の園児
を対象に、新入学児交通安全教室がなかまハーモニー
ホールで開催されました。横断歩道の渡り方など、交通
安全を呼びかける演劇に真剣に見入っていた子どもた
ちは「飛び出しはしません」「信号を守り、横断歩道を
渡ります」と元気な声で約束しました。

交通安全を勉強したよ
２月 22日・新入学児交通安全教室

中間東小学校の５年生がもちつきを行いました。これは、
自分たちの手で田植え、稲刈りをしてきた農業体験の一
環で、これまで協力していただいた農家のみなさんから
提供してもらったもち米を使って行われたもの。現在で
は珍しく、杵

きね

と臼
うす

を使った体験に、子どもたちは楽しそ
うに取り組んでいました。

もちをつくのも一苦労
２月 16 日・中間東小５年生がもちつき体験
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昨年 11月に中国・広州で開催された第 16回アジア競
技大会のボウリング・ダブルスの部で銀メダルを獲得し
た和田翔吾さんが、喜びの報告を松下市長に行いまし
た。和田さんは、今年の１月にアラブ首長国連邦で開催
されたアジア選手権のダブルスでも４位入賞するほどの
実力者。和田さんは「住んでるまちで祝ってもらえるこ
とはうれしい。だれでもできることではないですからね」
と恥ずかしそうに語ってくれました。

次に狙うは金メダル
和田翔吾さん（中央一丁目）がボウリング大会で快挙

税理士として働く坂口充
み つ え

笑さんが、東
ひがしくにのみや

久邇宮文化褒賞
を受賞しました。東久邇宮文化褒賞とは、社会や公共・
文化振興などに貢献した人に贈られるもの。長年親交
のあった国連親善大使に推薦されて受賞した坂口さん
は「この文化褒賞は私一人がもらったものではなく、私
を取り巻くすべての人にいただいたものだと思っていま
す。名誉ある褒賞に恥じない仕事をし、これからみなさ
んに恩返ししていきたい」と話しました。

名誉ある褒
ほうしょう

賞に身も引き締まる
坂口充笑さん（下大隈）が東久邇宮文化褒賞を受賞

社会学習の一環として、中間東小学校・底井野小学校・
中間小学校の３年生が市役所を見学しました。これは
「主な公共施設などの場所と働き」「市役所が地域で生
活する人たちに対してどのような仕事をしているのか」
を調べることを目的に行われたもの。子どもたちは庁舎
内を見学した後、松下俊男市長に「どうして市長になっ
たのですか」と質問したり、「遊具をたくさん作ってくだ
さい」などの要望をしたりしていました。

市役所のことを勉強しました
小学生が市役所を見学

別府保さんが、全日本交通安全協会から交通栄誉賞「緑
十字銅章」を受賞しました。今回の受賞は、自動車の運
転で 33年間、無事故無違反であり、交通事故の防止と
交通秩序の確立に貢献したことによるもの。別府さんは
「私は運転が下手だと常に念頭に置き、無理な運転はし
てきませんでした。人に危害を加えないよう、自動車を
運転する人には、法定速度を守るということを肝に銘じ
てほしいです」と力強く話しました。

交通規則を守ることが一番
別府保さん（東中間二丁目）が交通栄誉賞緑十字銅章を受賞
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はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　ボランティアセンター☎（２４６）２１８４

ご
み
の
回
収
方
法
が
軒
先
収
集

（
自
宅
前
収
集
）の
み
な
さ
ん
へ

　

現
在
ご
み
の
収
集
方
法
は
、
軒
先

収
集
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集（
町
内
地

域
で
決
め
た
一
定
の
場
所
）の
２
つ
の

収
集
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。
収
集

車
の
ス
テ
ッ
プ
廃
止
、
収
集
業
務
の

効
率
化
に
伴
い
、
平
成
23
年
４
月
１

日
か
ら
市
内
全
域
の
ご
み
出
し
場
が
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
に
な
り
ま
す
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
は
、
利
用

者
間（
町
内
会
な
ど
）で
話
し
合
っ
て

決
め
て
い
た
だ
き
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
位
置
が
決
定
し
た
地
区
か
ら
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
収
集
を
随
時
開
始
し
ま
す
。

※
町
内
会
へ
の
入
会
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
は
地

域
の
み
な
さ
ん
で
決
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
場
所
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
各
地
域
の
町
内
会
長
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

●
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

○
お
お
む
ね
10
世
帯
ご
と
に
１
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
と
し
ま
す

○
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
間
隔
は
約
100
ｍ

と
し
ま
す

○
50
ｍ
離
れ
た
一
軒
家
は
１
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
ま
す

○
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
収
集
車
の
通
り

道
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
す

※
こ
れ
ら
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
明
な
点
は
環
境

保
全
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

○
ご
み
は
朝
８
時
ま
で
に
必
ず
出
し
、

カ
ラ
ス
対
策
な
ど
の
防
御
ネ
ッ
ト

を
か
ぶ
せ
て
く
だ
さ
い

○
ご
み
の
分
別
、
後
片
付
け
、
清
掃

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

迷
い
犬
・
猫
を
見
つ
け
た
ら
、

自
分
の
犬
・
猫
が
迷
っ
た
ら

　

宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
ま
た
は
市
役
所
環
境
保
全
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
迷
い
犬
・
猫

の
情
報
と
、
す
で
に
行
政
側
で
把
握

し
て
い
る
迷
い
犬
・
猫
の
情
報
を
照

合
し
、
飼
い
主
が
見
つ
か
っ
た
場
合

は
連
絡
し
ま
す
。

※
飼
い
犬
の
首
輪
に
は
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
ま
た
は
鑑
札
を
必
ず
装
着
し
て

く
だ
さ
い
。
犬
が
迷
っ
た
と
き
は
、
刻

印
さ
れ
た
番
号
で
飼
い
主
の
連
絡
先
が

す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

●
収
容
さ
れ
て
い
る
犬
や
猫
の
一
覧

な
ど
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す

　

財
団
法
人
福
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
迷
い
犬・

猫
の
掲
示
板
、
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
に
収
容
さ
れ
て

い
る
犬
や
猫
の
一
覧（
市
内
捕
獲
分

を
含
む
）な
ど
が
閲
覧
で
き
ま
す

○
財
団
法
人
福
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
９
４
４
）１
２
８
１

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http//www.zaidan-fukuoka-douai.or.jp/

契
約
の
基
本
を
認
識
し
、
ト
ラ
ブ
ル

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

契
約
を
締
結
し
た
ら
契
約
を
守
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
契
約
は
当
事
者
間
で

の
申
し
込
み
の
意
思
表
示
と
承
諾
の
意

思
表
示
が
一
致
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

新
生
活
が
始
ま
る
季
節
、
次
の
よ
う

な
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

　

駅
前
で
声
を
か
け
ら
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
だ
け
の
つ
も
り
が
、
営
業
所
に
連
れ
て

い
か
れ
、
契
約
し
な
い
と
帰
れ
な
い

●
ア
ド
バ
イ
ス　

簡
単
に
つ
い
て
い
か

ず
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る

■
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

　
「
当
選
し
た
の
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
取

り
に
来
て
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

受
け
取
り
に
行
く
と
会
員
権
な
ど
の
購

入
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た

●
ア
ド
バ
イ
ス　

当
選
な
ど
の
言
葉
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
安
易
に
出
向
か
な
い

■
マ
ル
チ
商
法　

　
「
簡
単
で
も
う
か
る
バ
イ
ト
が
あ
る
」

と
誘
わ
れ
始
め
た
が
、
勧
誘
が
う
ま
く
い

か
ず
、
商
品
と
支
払
い
だ
け
が
残
っ
た

●
ア
ド
バ
イ
ス　

う
ま
い
話
に
は
注
意

す
る
。
友
人
か
ら
の
誘
い
で
も
断
る

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

NO
悪
質
商
法

　中間北小学校では、平成 15 年に朝の読み聞かせ
が始まり、現在は北校区の「ほくほく夢ネット事
業」と連携して、北小の全学年だけでなく、中間
北中にも活動の場を広げ卒業生の保護者、さくら
保育園の先生と一緒に活動しています。グループ
名は、子どもたちが持っている無限の可能性の『つ
ぼみ』が花開くように、との思いから付けました。
「継続は力」で、これからも絵本の持つ魅力や喜び
を子どもたちに伝えていきたいと思っています。

ほくほく夢ネット「つぼみ」

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００

平成22年度のもえるごみ搬入量は、対21年
度比５％の減量を目標にしています。ごみ
の減量化・資源化にご協力をお願いします。

22 年度 21 年度 差（22年度－21年度） 減量率

１　月 896,660㎏ 925,630㎏ △ 28,970㎏ 3.1％

累　計 9,994,720㎏ 10,575,190㎏ △ 580,470㎏ 5.5％

もえるごみ搬入量状況
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筑
前
中
間
さ
く
ら
祭

　

中
間
市
三
大
祭
り
の
筑
前
中
間

さ
く
ら
祭
を
、
桜
の
名
所
で
あ
る

垣
生
公
園
で
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

３
月
27
日
日
・
午

前
10
時
～

※
雨
天
の
と
き
は
中
止
し
ま
す
。

●
場

所　

垣
生
公
園

●
催
し
物　

舞
踊
、
バ
ザ
ー
ほ
か

●
夜
間
照
明
期
間　

３
月
24
日
木

～
４
月
６
日
水
・
午
後
６
時
～

９
時
30
分

●
問
合
先　

筑
前
中
間
祭
り
実

行
委
員
会

　

☎（
２
４
５
）１
０
８
１

若
年
者
専
修
学
校
等
技
能
習
得

資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
で
専
修
学
校
な

ど
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
人
に
対

し
て
、
次
の
と
お
り
修
学
資
金
の

貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
貸
付
条
件　

○
市
内
に
居
住
す
る
人
ま
た
は
そ

の
子
弟
で
あ
っ
て
、
専
修
学
校

な
ど
に
入
校
し
た
年
度
の
前
年

度
に
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
高
等

学
校
を
中
退
し
た
人

○
平
成
23
年
度
に
事
業
の
対
象
と

な
る
専
修
学
校
の
専
門
課
程

（
修
学
年
限
１
年
以
上
２
年
未

満
の
課
程
）、
高
等
・
一
般
課

程
ま
た
は
各
種
学
校（
修
業
年

限
１
年
以
上
）に
進
学
す
る
人

○
そ
の
ほ
か
、
中
間
市
若
年
者
専

修
学
校
等
技
能
習
得
資
金
貸
与

要
綱
に
該
当
す
る
人

●
連
帯
保
証
人　

原
則
と
し
て
県

内
に
居
住
し
、
独
立
の
生
計
を

営
む
成
年
者
の
中
か
ら
１
人
を

た
て
る
こ
と
。
た
だ
し
、
申
請

者
が
未
成
年
者
の
場
合
は
申
請

者
の
親
権
者
ま
た
は
後
見
人
と

す
る

●
収
入
基
準　

生
活
保
護
基
準
額

の
1.5
倍
以
下

●
貸
付
金
額

○
入
校
支
度
金
…
１
０
０
、０
０
０
円

○
修
学
資
金

・
専
門
課
程
…
月
額
５
３
、０
０
０
円

・
そ
の
ほ
か
…
月
額
３
０
、０
０
０
円

●
返
還
期
間　

貸
付
を
受
け
た
月

数
の
３
倍
の
期
間
以
内

※
貸
付
金
は
無
利
子
で
す
。

●
申
込
方
法　

人
権
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
所
定
の
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

●
申
込
期
間　

４
月
１
日
金
～
５

月
２
日
月

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同
参

画
課

　

☎（
２
４
５
）３
５
１
１

福
岡
県
認
定
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

福
岡
県
で
は
、
資
源
の
循
環
お

よ
び
廃
棄
物
の
減
量
の
促
進
を
図

り
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
的

に
「
福
岡
県
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認

定
制
度
」
を
創
設
し
、
品
質
や
安

全
性
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
基
準

を
満
た
す
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
認

定
を
行
い
、
そ
の
利
用
促
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
次
の
と
お
り
第
11
回
の

認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間　

４
月
11
日
月
～
４

月
22
日
金

●
対
象
製
品　

建
設
資
材
13
品
目

●
申
請
方
法　

認
定
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い

※
様
式
、
要
綱
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.recycle-ken.

or.jp/nintei/index.htm
l

●
提
出
先　

財
団
法
人
福
岡
県

建
設
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
糟
屋
郡
篠
栗
町
大
字
田
中
315
‐
１
）

●
問
合
先　

福
岡
県
環
境
部
循

環
型
社
会
推
進
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
３
７
２

大
学
卒
業
程
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

■
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
■

●
受
験
資
格　

昭
和
53
年
４
月
２

日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人（
特
例
あ
り
）

●
受
付
期
間　

４
月
１
日
金
～
８

日
金

●
第
１
次
試
験
日　

５
月
１
日
日

　

■
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
■

●
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２

日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人（
特
例
あ
り
）

●
受
付
期
間　

４
月
11
日
月
～
20

日
水

●
第
１
次
試
験
日　

６
月
19
日
日

　

■
国
税
専
門
官
■

●
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２

日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人（
特
例
あ
り
）

●
受
付
期
間　

４
月
１
日
金
～
14

日
木

●
第
１
次
試
験
日　

６
月
12
日
日

　

■
労
働
基
準
監
督
官
■

●
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２

日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人（
特
例
あ
り
）

●
受
付
期
間　

４
月
１
日
金
～
14

日
木

●
第
１
次
試
験
日　

６
月
12
日
日

　

■
法
務
教
官
■

●
受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２

日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人（
特
例
あ
り
）

●
受
付
期
間　

４
月
１
日
金
～
14

日
木

●
第
１
次
試
験
日　

６
月
12
日
日

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催

　

犬
と
飼
い
主
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
た
め
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時　

３
月
29
日
火
・
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
受
付
は
１
時
か
ら
。

●
場

所　

福
岡
県
宗
像
総
合

庁
舎
・
１
階
講
堂

　
（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２
‐
１
）

●
内

容　

犬
の
し
つ
け
方
に

つ
い
て
、
知
り
た
い
こ
と
、
困

っ
て
い
る
こ
と
を
講
習
と
モ
デ

ル
犬
の
実
技
を
通
じ
て
対
処
法

な
ど
を
説
明
し
ま
す

※
犬
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
講

師　

福
岡
県
動
物
愛
護

推
進
員（
家
庭
犬
し
つ
け
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
定

員　

25
人（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
申
込
締
切　

３
月
25
日
金

●
申
込
先　

福
岡
県
宗
像
・
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

くらしの

情報
くらしの

情報
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遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
持
ち
込
み
時
間
が
変
更

　

遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

へ
の
土
曜
日
の
ご
み
の
持
ち
込
み

は
午
前
11
時
30
分
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
４
月
か

ら
土
曜
日
の
午
後
も
ご
み
の
持
ち

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
の
受

付
時
間

●
月
曜
～
金
曜
日

○
午
前
…
８
時
30
分
～
11
時
30
分

○
午
後
…
１
時
～
４
時
30
分

●
土
曜
日

○
午
前
…
８
時
30
分
～
11
時
30
分

○
午
後
…
１
時
～
４
時
30
分

※
こ
れ
ま
で
ど
お
り
日
曜
日
、
祝

日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

■
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
の
受

付
時
間

　

土
曜
日
の
午
後
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
か
は
、
上
記

受
付
時
間
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　

遠
賀
・
中
間
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合

　

☎（
２
９
３
）３
５
８
１

平
成
24
年
歌
開
始
の

詠
進
歌
を
募
集

■
平
成
24
年
歌
会
始
の
お
題
「
岸
」

※
お
題
は
「
岸
」
で
す
が
、「
海
岸
」

「
川
岸
」
の
よ
う
に
「
岸
」
の
文

字
が
入
っ
た
熟
語
を
使
用
し
て
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

○
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

○
書
式
は
、
半
紙（
習
字
用
の
半

紙
）を
横
長
に
用
い
、
右
半
分

に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、

生
年
月
日
お
よ
び
職
業（
な
る

べ
く
具
体
的
に
）を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

無
職
の
場
合
は
、「
無
職
」
と
書

い
て
く
だ
さ
い（
以
前
に
職
業
に

就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
元

の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い
）

※
主
婦
の
場
合
は
、
単
に
「
主
婦
」

と
書
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

○
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で

自
書
し
て
く
だ
さ
い

※
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、

用
紙
、
毛
筆
を
問
い
ま
せ
ん
。

○
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た

め
、
毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
次
に
よ

る
こ
と
が
で
き
ま
す

〇
代
筆（
墨
書
）に
よ
る
。
代
筆
の

理
由
、
代
筆
者
の
住
所
お
よ
び

氏
名
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌

に
添
え
て
く
だ
さ
い

〇
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。

こ
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器
を

使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い

て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い

〇
視
覚
障
害
の
人
は
、
点
字
で
詠

進
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん

●
注
意
事
項　

次
の
場
合
に
は
、

詠
進
歌
は
失
格
と
な
り
ま
す

○
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場

合
、
短
歌
の
定
形
で
な
い
も
の
、

用
紙
が
縦
長
の
場
合

○
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場

合
や
毛
筆
で
な
い
場
合

○
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表
さ
れ
た

短
歌
と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類

似
し
た
短
歌
で
あ
る
場
合

○
詠
進
歌
を
歌
開
始
の
行
わ
れ
る

以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
、
そ
の

ほ
か
の
出
版
物
、
年
賀
状
な
ど

に
よ
り
発
表
し
た
場
合

○
代
筆
の
理
由
書
を
添
え
た
場
合

を
除
き
、
同
筆
と
認
め
ら
れ
る

す
べ
て
の
詠
進
歌

○
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職

業
を
書
い
て
い
な
い
も
の
、
そ

の
ほ
か
こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら

な
い
場
合

●
詠
進
の
期
間　

９
月
30
日
金
ま

で
・
当
日
消
印
有
効

●
郵
便
の
宛
先　
「
〒
100
‐
８
１
１
１

　

宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ

て
封
入
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん

●
問
合
先　

直
接
、
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切

手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

９
月
20
日
火
ま
で
に
郵
送
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

な
ど
を
募
集
し
ま
す

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
隊
幹
部
候

補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
予
備
自

衛
官
補
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

○
幹
部
候
補
生
…
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
人

※
大
学
院
で
正
規
の
課
程
を
２
年

以
上
修
め
た
人
は
28
歳
未
満
。

○
一
般
曹
候
補
生
…
平
成
24
年
４

月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
人

○
予
備
自
衛
官
補
…
平
成
23
年
７

月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
人

●
一
次
試
験
日

○
幹
部
候
補
生
…
５
月
14
日
土

○
一
般
曹
候
補
生
…
５
月
21
日
土

○
予
備
自
衛
官
補
…
４
月
15
日
金

～
18
日
月
の
い
ず
れ
か
１
日
を

指
定

●
受
付
期
限　

５
月
６
日
金

※
予
備
自
衛
官
補
は
４
月
６
日
水
。

●
問
合
先　

芦
屋
地
域
事
務
所

　

☎（
２
２
３
）０
９
８
１

ポ
リ
オ（
小
児
マ
ヒ
）の

予
防
接
種
を
行
い
ま
す

●
日

時　

４
月
５
日
火
・
午

後
１
時
15
分
～
２
時

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
児
と
接
種
方
法　

生
後
３

か
月
～
７
歳
５
か
月
の
子
に
41

日
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回

接
種

●
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康

手
帳
、
予
診
票

●
料

金　

無
料

●
次
の
よ
う
な
子
は
接
種
で
き
ま

せ
ん

〇
発
熱
し
て
い
る
子（
37
・
５
度

以
上
）

〇
下
痢
を
し
て
い
る
子

※
最
近
か
か
っ
た
病
気
や
、
当
日

の
体
調
な
ど
に
よ
り
、
接
種
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
予
診
票
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
健
康
増
進
課
に
準
備
し
て
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
読
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

３月の祝日に伴うごみの振替日
　もえるごみとビン・カンの収集が
３月21日の第３月曜日になっている
地区は、収集します。

３月の祝日 ビン・カン（資源ごみ） もえるごみ

３月21日月春分の日 収集します 収集します

●問合先　環境保全課☎（２４５）５３００
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有
料
広
告
欄

◆�

有
料
広
告
掲
載
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　

 

総
務
課
広
報
広
聴
係
☎
（
２
４
６
）
６
２
７
１

◆契約料金
　１契約につき
　一口30,000円×3ヵ月＝
　　　　　　　　90,000円

※１契約は最低３ヵ月からとなります。

◆契約料金
　１契約につき
　一口30,000円×3ヵ月＝
　　　　　　　　90,000円

※１契約は最低３ヵ月からとなります。

広報なかまでは、
事業所の有料広告を募集しています。
広報紙で会社をＰＲしてみませんか。

広報なかまに
有料広告を掲載しませんか？
広報なかまに
有料広告を掲載しませんか？

■問合先
中間市役所　総務課広報広聴係
〒809‐8501
福岡県中間市中間一丁目１‐１
☎ 093（246）6271・ ℻ 093（245）5598
mail: koho@city.nakama.fukuoka.jp

６か月以上のご契約の場合、契約料金の割引があります

中間
市内

全戸
配布

３
月
は
労
使
協
定
適
正
化

推
進
期
間
で
す

　

仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
長
時
間
労
働
の
抑

制
と
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
福
岡
労
働
局
と
各

労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
今
年
の

３
月
を
「
労
使
協
定
適
正
化
推
進

期
間
」
と
位
置
づ
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
重
点
項
目

○
労
働
時
間
な
ど
に
、
労
使
が
一

体
と
な
っ
て
検
討
、
取
り
組
む

仕
組
み（
協
議
す
る
場
）の
設
置

○
特
別
条
項
付
き
36
協
定
締
結
時

の
割
増
賃
金
率
の
適
正
な
設
定

○
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与

制
度
の
導
入
促
進

※
詳
し
く
は
福
岡
労
働
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.fukuoka-plb.

go.jp/5kanto/w
lb/w

lb02.htm
l

●
問
合
先　

福
岡
労
働
局
労
働

基
準
部
監
督
課

　

☎
０
９
２（
４
１
１
）４
８
６
２

配
偶
者
な
ど
か
ら
の

暴
力
の
相
談
に
応
じ
ま
す

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
の
被

害
に
関
す
る
相
談
や
、
性
暴
力
の

被
害
に
関
す
る
相
談
に
電
話
で
応

じ
ま
す
。

　

相
談
は
24
時
間
体
制
で
お
受
け

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
期

間　

３
月
27
日
日
・
午

後
10
時
ま
で

●
相
談
電
話

　

☎
０
１
２
０（
９
４
１
）８
２
６

●
問
合
先　

福
岡
県
新
社
会
推

進
部
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
４
０
９

労
働
ト
ラ
ブ
ル
電
話
相
談

　

賃
金
未
払
い
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、

職
場
内
の
セ
ク
ハ
ラ
や
解
雇
な
ど
、

労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
司
法
書

士
が
無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時　

毎
週
火
曜
日
・
午

後
７
時
～
８
時

※
祝
日
は
除
く
。

●
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
９
２（
４
７
７
）８
１
６
０

●
問
合
先　

福
岡
県
青
年
司
法

書
士
協
議
会

　

☎
０
９
２（
７
８
１
）６
７
８
７

第
13
回
ゆ
か
い
な
農
園

入
門
講
座
を
開
催

　
「
Ｅ
Ｍ
で
元
気
な
家
庭
菜
園
」

を
テ
ー
マ
に
、
ゆ
か
い
な
農
園
入

門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

３
月
18
日
金
・
午

後
２
時
～
４
時

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
講

師　

松
田
和
也
さ
ん

　
（
Ｅ
Ｍ
普
及
会
）

●
定

員　

60
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

中
間
市
社
会

福
祉
協
議
会

　

☎（
２
４
４
）１
２
３
０

　

ＦＡＸ（
２
４
４
）１
２
３
２

〇日時…４月９日土、15日金、28日木・午
後３時〜５時（前日まで窓口で予約受付・受
付時間は月曜日〜金曜日の午前８時30分〜
午後５時15分・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…４月13日水・午前10時〜午後４時
（受付は午後３時まで）
●問合先　総合まちづくり課☎（２４６）２０１７

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…４月９日土、15日金・午後３時〜５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

〇日時…毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分〜３時30分…ハピネスなかま
●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後５時
●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）３５１５

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

あなたが納得のいく生き方ができるようお
手伝いします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前８時30分～午
後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）７８０１

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所 介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館2階）

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所 ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権のまちづくりセンター）
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親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

　

４
月
～
５
月
に
実
施
す
る
健
診
、

親
子
の
た
め
の
講
座
を
紹
介
し
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
以
降
の
予
定
は
、

広
報
な
か
ま
４
月
25
日
号
と
同
時

配
布
予
定
の
「
健
康
づ
く
り
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
乳
幼
児
健
診

　

４
か
月
児
健
診

●
期
日
・
対
象

①
４
月
20
日
水
…
平
成
22
年
11
月

17
日
～
12
月
20
日
に
生
ま
れ
た
人

②
５
月
18
日
水
…
平
成
22
年
12
月

21
日
～
平
成
23
年
１
月
18
日
に

生
ま
れ
た
人

　

７
か
月
児
健
診

●
期
日
・
対
象

①
４
月
27
日
水
…
平
成
22
年
８
月

24
日
～
９
月
27
日
に
生
ま
れ
た
人

②
５
月
25
日
水
…
平
成
22
年
９
月

28
日
～
10
月
25
日
に
生
ま
れ
た
人

　

１
歳
６
か
月
児
健
診

●
期
日
・
対
象

①
４
月
１
日
金
…
平
成
21
年
９
月

に
生
ま
れ
た
人

②
５
月
13
日
金
…
平
成
21
年
10
月

に
生
ま
れ
た
人

　

３
歳
児
健
診

●
期
日
・
対
象

①
４
月
28
日
木
…
平
成
20
年
４
月

に
生
ま
れ
た
人

②
５
月
26
日
木
…
平
成
20
年
５
月

に
生
ま
れ
た
人

　

２
歳
児
歯
科
健
診（
フ
ッ
素
塗
布
）

●
期

日　

５
月
19
日
木

●
対

象　

平
成
21
年
４
月
～

５
月
に
生
ま
れ
た
人

　

い
ず
れ
も

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

午
後
１
時
15
分
～

１
時
45
分

■
遊
び
の
広
場
・
離
乳
食
教
室

　

わ
ん
ぱ
く
広
場

●
期

日　

４
月
11
日
月
、
５

月
９
日
月

●
対

象　

１
歳
以
上
の
人

●
内

容　

保
育
士
に
よ
る
親

子
遊
び
、
保
健
師
な
ど
に
よ
る

育
児
相
談
、
身
体
測
定
な
ど

　

す
く
す
く
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

●
期

日　

４
月
12
日
火
、
５

月
10
日
火

●
対

象　

１
歳
未
満
の
人

●
内

容　

保
育
士
に
よ
る
親

子
遊
び
、
保
健
師
な
ど
に
よ
る

育
児
相
談
、
身
体
測
定
な
ど

　

離
乳
食
教
室

●
期
日
・
対
象

①
４
月
12
日
火
…
生
後
５
～
８
か

月
の
人

②
５
月
10
日
火
…
生
後
９
～
１
歳

３
か
月
の
人

●
内

容

①
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
離
乳
食

の
試
食

②
栄
養
士
に
よ
る
講
話
、
離
乳
食

調
理
実
習（
エ
プ
ロ
ン
と
材
料

費
100
円
が
必
要
）

●
申
込
締
切

①
４
月
５
日
火

②
５
月
２
日
月

　

い
ず
れ
も

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

10
時

※
終
了
時
間
は
午
前
11
時
30
分
で

す
。
た
だ
し
、
５
月
10
日
火
開

催
の
離
乳
食
教
室
は
正
午
終
了

と
な
り
ま
す
。

■
お
母
さ
ん
の
た
め
の
講
座

　

母
親
学
級

●
日

時　

５
月
10
日
火
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　

妊
娠
中
の
過
ご
し

方
、
あ
か
ち
ゃ
ん
と
の
暮
ら
し
、

あ
か
ち
ゃ
ん
に
読
み
た
い
絵
本
、

保
健
師
の
講
話
と
す
く
す
く
あ

か
ち
ゃ
ん
広
場
の
見
学
な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

健康ファミリー
保健センターだより

保健センター☎（２４６）１６１１

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
対
称
性

に
手
や
腕
、
足
や
膝
の
あ
ち
こ

ち
の
関
節
が
、
腫
れ
て
痛
く
な

る
病
気
で
、
35
歳
か
ら
55
歳
ぐ

ら
い
の
女
性
に
多
い
よ
う
で
す
。

　

夜
明
け
か
ら
朝
に
か
け
て
、

あ
る
い
は
し
ば
ら
く
動
か
な
か

っ
た
後
に
関
節
が
こ
わ
ば
る
こ

と
が
多
く
、
動
か
し
て
い
る
う

ち
に
楽
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
特
徴
的

な
症
状
で
、「
朝
の
こ
わ
ば
り
」

と
呼
び
ま
す
。
病
気
が
進
行
す

る
と
関
節
の
動
き
が
悪
く
な
っ

た
り
関
節
が
変
形
し
た
り
し
て
、

日
常
生
活
動
作
の
低
下
を
認
め
、

寝
た
き
り
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
不
治
の
病
と

考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
が
起
こ
っ
て

く
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
、
自
分

に
対
す
る
免
疫
が
深
く
関
与
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

免
疫
機
能
は
、
身
体
に
入
っ

て
き
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
カ

ビ
、
毒
素
な
ど
を
攻
撃
し
、
身

体
か
ら
排
除
す
る
す
る
仕
組
み

で
、
自
分
自
身
の
内
臓
・
臓
器

は
攻
撃
し
な
い
よ
う
に
で
き
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
に
何
ら
か
の
原

因
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
身

体
の
一
部
を
攻
撃
し
て
破
壊
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

た
め
起
こ
る
病
気
を
「
自
己
免

疫
疾
患
」
と
呼
び
ま
す
。
関
節

リ
ウ
マ
チ
は
、
主
と
し
て
関
節

が
攻
撃
さ
れ
る
自
己
免
疫
疾
患

で
す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
で
は
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
自
己
免
疫
が

起
こ
っ
て
し
ま
う
の
か
は
ま
だ

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
が
発
病
し
た

と
き
は
、
次
々
と
あ
ち
こ
ち
の

関
節
が
痛
く
な
り
、
数
か
月
～

数
年
の
間
に
骨
ま
で
破
壊
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ

は
不
治
の
病
で
は
な
く
、
し
っ

か
り
治
療
を
行
え
ば
、
治
る
可

能
性
が
あ
る
病
気
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

朝
の
こ
わ
ば
り
や
関
節
の
腫

れ
、
痛
み
を
認
め
た
場
合
、
で

き
る
だ
け
早
く
リ
ウ
マ
チ
専
門

医
の
い
る
施
設
で
、診
断
、評
価
、

治
療
方
針
を
決
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

関節リウマチ

42

中間市立病院内科

湯川宗之助 非常勤医師
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ぼ
く
は
、
保
育
園
に
通
っ
て
い

る
五
歳
の
夏
に
、「
ネ
フ
ロ

ー
ゼ
症
候
群
」
と
い
う
病
気
に
か

か
り
ま
し
た
。

　

朝
起
き
た
と
き
、
目
が
は
れ
て

い
て
、
お
母
さ
ん
が
体
全
部
を
い

ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
る
と
、
足
や

う
で
も
、
パ
ン
パ
ン
に
む
く
ん
で

い
ま
し
た
。
す
ぐ
近
く
の
小
児
科

に
行
く
と
、
そ
の
ま
ま
市
立
病
院

に
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
血
や
尿
な
ど
色
々
な

検
査
を
し
ま
し
た
が
、
原
因
が
分

か
ら
ず
、お
医
者
さ
ん
か
ら
は
「
突

発
性
」
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
小
さ
か
っ
た
の
で
あ

ま
り
よ
く
は
お
ぼ
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
あ
と
か
ら
お
母
さ
ん
に
入
院

中
の
様
子
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

ぼ
く
が
入
院
し
た
部
屋
は
、
男

の
子
ば
か
り
の
六
人
部
屋
で
、
ぜ

ん
そ
く
の
子
、
や
け
ど
の
子
な
ど
、

病
気
の
種
類
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
。
た
く
さ
ん
の
子
が
い
る
中
で
、

ぼ
く
と
同
じ
病
気
の
人
は
、
た
だ

一
人
中
学
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
け

で
し
た
。
そ
の
人
は
、
も
う
半
年

入
院
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ぼ
く
は
初
め
の
一
週
間
は
、
ベ

ッ
ト
か
ら
下
り
て
は
い
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
体
を
動
か
す
と
尿
に
た

ん
ぱ
く
が
出
る
か
ら
で
す
。
ト
イ

レ
も
ベ
ッ
ト
の
上
で
す
。
そ
の
あ

と
は
、
車
い
す
生
活
で
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
検
査
や
注
射
、
一
日
中

つ
け
っ
ぱ
な
し
の
点
滴
が
痛
く
て

何
回
も
泣
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
一
か
月
半
の
入
院
で
し

た
が
、
そ
の
間
に
何
人
も
病
気
や

け
が
で
入
院
す
る
子
ど
も
た
ち
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
で
も
み
ん

な
病
人
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
明
る

く
て
、
色
々
な
話
や
遊
び
を
し
て
、

と
て
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

六
年
生
に
な
っ
た
今
で
も
ま
だ

治
っ
て
い
ま
せ
ん
。
何
回
も
再
発

を
く
り
返
し
て
、
そ
の
た
び
に
薬

を
飲
ん
で
い
ま
す
。
再
発
す
る
と
、

顔
や
体
に
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
出

ま
す
。
で
も
ぼ
く
の
ク
ラ
ス
の
友

だ
ち
は
み
ん
な
病
気
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
の
で
、
い
つ
も
通
り
に

接
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ぼ
く
は
こ
の
病
気
に
な
っ
て
、

い
や
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
け

れ
ど
周
り
の
友
だ
ち
の
よ
う
に
、

人
の
こ
と
を
見
た
目
で
バ
カ
に
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。

　　

今
で

は
病
気
に
な

っ
て
、
良
い
体
験

が
出
来
た
と
思
え
る
様

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
活
か
し
て
、
病
気

や
け
が
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち

の
気
持
ち
を
ま
ず
第
一
に
考
え
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
も
強
い
心

で
、
こ
の
病
気
と
つ
き
合
っ
て
い

き
ま
す
。

「病気になってわかったこと」
衛藤　蓮 さん

（中間西小学校６年）

平成22年度小・中学校人権作文から

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

きずついた　心をいやす　友の声
	　　中間南小学校６年	 林　修司さん
いじめると　あとから気づく　心のいたさ
	　　中間東小学校６年	 池本　悠斗さん
いじめはね　自分も相手も　きずつくよ
	　　中間小学校６年	 新名　舞香さん

人　権　標　語

■児童扶養手当
　父子・母子家庭で児童（18歳に達する日以降の最初の３月
31日までの間にある人・障害児は20歳未満）を養育している
父・母、および父親・母親の身体に重い障害がある家庭の父・
母または、養育者を対象に支給されます。
●主な該当理由
①離婚
②�未婚（母が婚姻によらないで出産した子で、認知、未認知
にかかわらず該当）
③�遺棄（１年以上父親が同居せず、生活費の仕送りや電話、
手紙などの連絡、交流が一切ない状態）
④�父・母の拘禁（未決拘留期間を含め、１年以上が経過して
いること）
⑤父・母の生死不明
⑥父・母の死亡（遺族年金が受給できない場合のみ）
⑦�父・母の障害（身体障害、結核症、心肺機能障害、高血圧症、
精神および脳疾患などで、長期にわたって安静と介護を

必要とし、一般的労働能力を喪失している状態・障害年
金１級と同程度の障害）

■特別児童扶養手当
　20歳未満で、精神または身体に障害がある子どもを扶養
している父・母または養育者を対象に支給されます。
●主な該当理由
①身体の障害（身体障害者手帳１、２級程度）
②�精神・知的障害など（強度のてんかんなど、療育手帳Ａ、
Ｂの程度）
③�内科的疾患（主に結核症、呼吸器や心臓の機能障害、肝臓・
腎臓・血液疾患などで、長期にわたる安静や日常生活に
著しい制限を加える必要がある状態）
いずれも
　所得制限があります。対象児童が施設入所の場合は申請
できません。
●問合先　こどもと福祉の課　☎（２４６）６２４８

ご存じですか？ 児童扶養手当と特別児童扶養手当
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Cooking
今月のおすすめ料理 

豆知識！役

に立つ しわにならずにスカーフをしまうには、アルミ箔などの芯になっているボール紙の筒
に一枚づつ巻き付けるとよい

の
みんな

このページは、みなさんでつくる
コーナーです。イラストやマンガ、
エッセイ、お知らせなどをお待ち
しています。はがきで広報広聴係
までご連絡ください。

ひろば

作り方
①�じゃがいもは皮をむいて５～
６㎜厚さの半月切りにし、さ
っと洗って耐熱皿に入れ、ラ
ップをして電子レンジで３分
加熱する
②�さけは皮と骨を取ってそぎ切
りにし、ピーマンは半分に切
って種を取り、1.5㎝角に切る。
にんにくは薄切りにする
③�フライパンにサラダ油とバタ
ーを熱し、にんにくとじゃが
いもを炒め、さけ、ピーマン
も加えてさっと炒めて火を通
す。塩・こしょうで調味する

じゃがいもと塩ざけの
こしょう炒め

じゃがいも…小３個、塩ざけ…
100㌘、ピーマン…１個、にん
にく…１片、サラダ油…大さじ１、
バター…大さじ１／２、塩・荒び
きこしょう…各少々

材　料（２人分）

中間市食生活改善推進会（緑の会）
エネルギー275㎉　食塩1.2ℊ

❖ 

絵
画
グ
ル
ー
プ
「
創
」

油
彩
展
を
開
催
し
ま
す

　

筑
前
中
間
さ
く
ら
祭
の
開
催
と
中
間

市
さ
く
ら
の
里
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ

て
、
絵
画
グ
ル
ー
プ
「
創
」
の
油
彩
展

を
開
催
し
ま
す
。

　

約
30
点
の
絵
画
を
展
示
し
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
期

日　

３
月
27
日
日
～
４
月
３

日
日

●
時

間　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
場

所　

ア
ト
リ
エ
憲（
上
底
井

野
66
‐
２
）

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

ア
ト
リ
エ
憲

　

☎（
２
４
６
）１
５
２
０

❖ 

Ｅ
Ｍ
講
習
会
を
開
催

　

Ｅ
Ｍ
は
、
乳
酸
菌
や
酵
母
菌
な
ど
を

集
め
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
有
用
な
微

生
物
群
の
こ
と
で
、
河
川
な
ど
の
水
質

浄
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
身
の
回
り
の
環

境
改
善
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

Ｅ
Ｍ
の
利
用
普
及
を
目
的
に
、
そ
の

性
質
や
効
能
、
活
用
の
仕
方
な
ど
を
楽

し
く
理
解
し
学
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、

Ｅ
Ｍ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
Ｅ
Ｍ
を
使
っ
た
家
庭
菜

園（
農
作
物
栽
培
）」
で
、
５
回
に
分
け

て
開
催
し
ま
す
。

　

美
味
し
い
野
菜
作
り
に
興
味
の
あ
る

方
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
期

日　

３
月
12
日
土
、
４
月
９

日
土
、
５
月
14
日
土
、
６
月
11
日
土

●
時

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

●
場

所　

中
央
公
民
館

●
講

師　

玉
江
昌
二
さ
ん（
宇
宙
環

境
研
究
所
代
表
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

※
中
央
公
民
館
と
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
に

６
月
ま
で
の
日
程
表
の
チ
ラ
シ
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　

Ｅ
Ｍ
普
及
会
松
田
宅

　

☎（
２
４
４
）２
９
５
８

❖ 

福
岡
県
知
事
選
挙
公
開
討
論
会

～
あ
な
た
の
想
い
が
福
岡
県
を
動
か
す
～

　

私
た
ち
福
岡
県
民
が
、
こ
の
「
福
岡

県
」
の
明
る
い
未
来
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
る
機
会
と
し
て
、
こ
の
た
び
福
岡

県
在
住
の
タ
レ
ン
ト
、
中
島
浩
二
さ
ん

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
お
招
き

し
、
県
知
事
選
挙
立
候
補
予
定
者
に
よ

る
公
開
討
論
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
４
月
10
日
は
福
岡
県
知
事
選
投
票
日

で
す
。
み
な
さ
ん
の
想
い
が
込
め
ら
れ

た
１
票
を
ぜ
ひ
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

３
月
18
日
金
・
午
後
７

時
～
９
時

●
場

所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
・
地
下
２
Ｆ（
福
岡
市
中

央
区
天
神
一
丁
目
１
‐
１
）

●
参
加
料　

無
料

●
定

員　

800
人（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

中
島
浩
二
さ

ん（
タ
レ
ン
ト
）

●
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

藪
野
祐
三
さ
ん

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

●
問
合
先　

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

事
務
局

　

☎
０
９
２（
２
６
３
）６
３
３
３

　
❖ 

韓
国
語
講
座
受
講
生
を
募
集

　

楽
し
く
韓
国
語
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
期

間

○
入
門
ク
ラ
ス（
韓
国
語
が
ま
っ
た
く

わ
か
ら
な
い
人
）
…
４
月
７
日
木
～
・

毎
週
木
曜
日（
月
３
回
）

○
初
級
ク
ラ
ス（
少
し
習
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
）
…
４
月
５
日
火
～
・
毎
週

火
曜
日（
月
３
回
）

●
場

所　

遠
賀
韓
国
会
館

　
（
水
巻
町
頃
末
南
二
丁
目
３
‐
１
）

●
時

間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
定

員　

各
ク
ラ
ス
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
入
学
金　

５
、０
０
０
円

●
受
講
料　

月
１
、５
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

●
申
込
・
問
合
先　

遠
賀
韓
国
会
館

　

☎（
２
０
１
）１
８
２
３
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●日 時　３月26日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせなど
●協 力　おもちゃライブラリーぽっぽ

●おはなし会●

●今月のおすすめ図書●

山ふたり 北海道・東北・九州編
三輪敏広　三輪和恵・著

　夫婦がマイペースで登り、花々
をめでる…。訪れるたびに表情を
変える山を歩く楽しさを、写真や
地図とともに紹介。朝日連峰、飯
豊連峰、羅臼、九重、阿蘇、屋久
島など、北海道・東北・九州の山
を収録する。

ミンティたちの森のかくれ家
キャロル・ライリー・ブリンク・著
　世界大恐慌で、町中に失業者が
あふれていた時代。ミンティたち
家族は町を出て叔母のもとへ向う
が、車が故障してしまう。森の中
にひっそり建つ別荘を発見し、ひ
と冬こっそり住むことにしたが…。
ユーモアと詩情あふれる物語。

～ 市民図書館だより ～

　●問合先　市民図書館☎（２４５）４６６４

平成 22 年 10 月４日生（蓮花寺三丁目）

　元気よく大きく育ってね。
これからもよく笑う子でい
てね。

小
こ ば や し

林 優
ゆ う と

斗 ちゃん
平成20年10月31日生（大根土）

　いつも元気な真菜花さん。
これからもお兄ちゃんと仲
良く元気に笑顔いっぱいで
優しい子に成長してね♥♥

中
な か ざ わ

澤 真
ま な か

菜 花 ちゃん

❖ 

知
的
障
害
者（
児
）福
祉
相
談
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

中
間
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
で
は
、
知

的
障
害
者
や
そ
の

家
族
か
ら
の
、
生

活
や
就
労
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
な
ど

一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
お
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

毎
月
第
３
金
曜
日
・
午

前
10
時
～
正
午

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
問
合
先　

中
間
市
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
井
上
宅

　

☎（
２
４
６
）０
６
９
７

❖ 

「
緑
の
教
室
」
受
講
者
募
集

　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間

を
通
じ
た
庭
木
の
管
理
の
基
礎
を
学
習

す
る
平
成
23
年
度
「
緑
の
教
室
」
の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
期
日
・
内
容

○
第
１
回
…
５
月
15
日
・
樹
木
の
特
性

と
樹
木
観
察

○
第
２
回
…
６
月
19
日
・
庭
木
の
整
枝

と
剪
定

○
第
３
回
…
７
月
17
日
・
生
垣
の
作
り

方
と
管
理

○
第
４
回
…
８
月
21
日
・
樹
木
の
病
害

虫
と
防
除

○
第
５
回
…
９
月
18
日
・
樹
木
の
殖
や

し
方

○
第
６
回
…
10
月
16
日
・
樹
木
の
植
栽

と
移
植

○
第
７
回
…
11
月
20
日
・
土
と
肥
料
の

基
礎
知
識

○
第
８
回
…
12
月
18
日
・
庭
作
り
の
基

礎
知
識

※
い
ず
れ
も
日
曜
日
で
す
。

●
時

間

○
Ａ
コ
ー
ス
…
午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
Ｂ
コ
ー
ス
…
午
後
１
時
～
３
時
30
分

●
場

所　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料　

無
料

●
応
募
資
格　

福
岡
県
内
に
在
住
で
全

８
回
の
受
講
が
可
能
な
人

●
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス
60
人（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
方
法　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

希
望
コ
ー
ス
を
記
入
の
う
え
、
は
が

き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

●
申
込
締
切　

３
月
31
日
木

●
申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
（
〒
839
‐
１
２
１
３
久
留
米
市

田
主
丸
町
益
生
田
１
１
２
５
）

　

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

　

ＦＡＸ
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

中間市の公式ツイッターをゆる～く始めました

インターネット上の新しいコミュニケーションツール「ツイッター」に
「なかっぱ」が中間市の公式ツイッターをゆる～く始めました

https://twitter.com/nakapper

なかっぱの
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■今回の「広報なかま」にかかった経費は１部約34円です

俳

　句

末
永

　あつ
し

　選

一
筆
箋
さ
ら
さ
ら
春
を
し
た
た
め
る

	

朝
霧
二
丁
目	

松
　
下
　
未
代
子

人
よ
り
も
ス
ト
ー
ブ
近
く
法
話
聞
く

	

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

志
　
岐
　
け
い
子

坂
道
を
登
り
つ
め
た
ら
下
る
だ
け

	

小
田
ヶ
浦
二
丁
目	

武
　
田
　
睦
　
代

師
が
走
る
歩
い
て
い
て
は
間
に
合
わ
ぬ

	

中
間
三
丁
目	

仰
　
木
　
孝
　
子

一
冊
に
再
起
の
ヒ
ン
ト
貰
い
受
け

	

朝
霧
二
丁
目	

小
　
崎
　
国
　
雄

天
災
と
新
燃
岳
は
噴
火
す
る
宮
崎
の
友
安
か
れ
と
祈
る

	

太
賀
三
丁
目	

日
　
野
　
康
　
子

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
と
愛
ら
し
き
名
の
付
き
を
れ
ど
凍
て
つ
く
寒
さ
に
春
を
待
ち
侘
ぶ

	

太
賀
一
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

届
き
し
は
長
き
マ
フ
ラ
ー
夕
焼
け
の
暮
れ
な
ず
む
い
ろ
君
の
色
で
す

	

通
谷
一
丁
目	

戸
　
田
　
恵
美
子

ス
ト
ッ
ク
を
百
首
持
ち
い
る
歌
人
の
声
お
だ
や
か
な
講
話
に
聞
き
入
る

	

弥
生
二
丁
目
　	

吉
　
田
　
千
　
歳

寒
い
な
ど
言
は
れ
な
い
ネ
と
北
の
雪
南
の
灰
を
視
つ
つ
つ
ぶ
や
く

	

朝
霧
二
丁
目	

上
　
山
　
昭
　
子

恙つ
つ
が

無
き
こ
と
確
か
む
る
初
電
話

	

太
賀
一
丁
目	

緒
　
方
　
益
　
子

す
ぐ
そ
こ
に
春
の
来
て
ゐ
る
波
の
音

	

太
賀
一
丁
目	

中
　
山
　
富
　
子

御お
さ
が
り降
や
酒
酌
む
仲
間
す
ぐ
集
ふ

	

中
鶴
一
丁
目	

平
　
野
　
静
　
子

元
旦
や
北
国
か
ら
の
声
と
ど
く

	

小
田
ヶ
浦
一
丁
目	

広
　
松
　
律
　
子

住
み
古
り
し
終つ

い

の
住す

み

か家
の
隙
間
風

	

通
谷
五
丁
目	

後
　
藤
　
欣
　
子

川

　柳

　

  

吉
富

　廣

　選

扌
水
落
マ
サ
イ
さ
ん
（
通
谷
六
丁
目
）・
作

■�「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

短

　歌

立
花

　勲

　選

中
間
市
短
歌
会

今回の特集は１市４町の合同企画「サクラ」。特集内では垣生公園を紹介しましたが、
市内にはまだまだ桜の見どころはたくさんあります。表紙の写真は屋根のない博物館
沿いの様子。満開時期には通りが桜で埋め尽くされ、とてもきれいです。

表紙
説明


